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液中レーザーアブレーションによる廃ガラス中有害金属の革新的定量・除去
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研究の概要 

地球温暖化対策の一環として太陽光発電の導入が世界的に加速する一方で、2030 年代には大量の太陽

光パネルの廃棄が見込まれている。太陽光パネル由来の廃ガラスには透過性向上のために脱泡剤とし

てアンチモンなどの有害金属が添加されており、適切な処理が求められる。太陽光パネルのガラス部

材を分離する技術は進んでいるが、ガラス中の有害金属の除去は未だ困難である。廃ガラスにはアン

チモンが数千 ppm 程度含まれており、リサイクルガラスの品質劣化や有害金属の溶出による水質汚染

が懸念される。特に板ガラスへの再資源化にはアンチモンの含有量を数十 ppm まで低減する必要があ

る。また、電極の鉛はんだや普及が予想される鉛ペロブスカイト型太陽電池からの鉛汚染のためアン

チモンに加えて鉛の定量・除去技術の確立が求められる。 

本研究は、液中レーザーアブレーションを活用して太陽光パネル由来の廃ガラス中の有害金属を安

全かつ高効率に定量・除去する技術の開発を目的とする。まず、レーザー誘起ブレークダウン法による

太陽光パネルガラス中の含有金属の高速・高感度な定量分析の基盤技術の確立を目指す。次にレーザ

ー誘起衝撃波によるガラスのネットワーク構造改質により有害金属の溶出促進を可能とする基盤技術

の確立を目指す。これらの基盤技術を統合し、太陽光パネル由来の廃ガラスに含まれる有害物質の環

境負荷の低い定量・除去方法を提供する。高効率で持続可能なガラスのリサイクルプロセスを構築す

ることで環境政策および循環型社会の形成に貢献する。 
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研究の全体概要図 

 

  


